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１．はじめに  
中小水力発電施設の取水設備へ適用するために開発したコアンダスクリー

ンは，上流域の堰へ設置する場合，河川氾濫で生じる土石流中の岩による衝

突の恐れがある．しかし，スクリーン設計を行うにあたり，実物大の筐体を

用いての評価は，労力やコストが必要となる．そこで筆者らは衝撃解析によ

る設計を目指し，実物大の筐体を用いた衝撃実験を実施し，動的陽解法を行

った結果の差異を確認した．本文ではその結果を報告する． 
 

２．実験概要  
（1）衝撃実験 
実験対象物を表-1 に示す．実験対象物はウェッジワイヤー間隔が異なる 2

種類（Type A，B）のスクリーンを組み込んだ筐体とした． 
衝撃実験は，ひずみゲージをスクリーン中心部に張付け，図-2 のように重量 250kg で曲面形状をもつ重錘を

実験対象鬱 Type A では 2.0m，実験対象物 Type B は 5.0m の位置から自由落下させ，ウェッジワイヤーのひず

みを確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
（2）衝撃解析 
 解析方法および解析条件を表-3 に示す．解析は動的陽解法を用いて実施し

た．筐体については要素分割数低減のために厚み方向に 1 分割としたが，曲

げ変形の精度を保つため，6 面体 1 次非適合要素（C3D8I）を使用し，それ

以外の箇所は 6 面体 1 次低減積分要素（C3D8R）を使用した．試験ケースは

重錘の重量を変えて各 3 ケースの計 6 ケース実施した． 
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表-1 実験対象物 

図-2 重錘形状 

表-2 試験条件 

図-1 コアンダスクリーン 
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３．実験結果  
衝撃解析と衝撃実験の結果を図-3，衝撃実験結

果を写真-1・2 に示す． 
解析結果の最大ひずみの発生個所は，Type A

がウェッジワイヤー，Type B がサポートワイヤ

ーであった．図-3 から，衝撃実験の実測値は解析

値より 1.5～2 倍程度高くなる結果が得られた．  
写真 1・2 より，衝突によってスクリーンや筐

体が変形するだけでなく，サポートワイヤーが

スクリーンのフレームから破断する結果が得

られた．  
解析値と実測値で最大ひずみが 1.5～2 倍程

度の差異が生じた．これは解析においては，荷

重がサポートワイヤーとウェッジワイヤーに

かかる想定に対し，実験では衝突時にサポート

ワイヤーが破断したことにより，ウェッジワイ

ヤーに荷重が集中したためと考えられた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
４．まとめ  
 本研究は，コアンダスクリーンを組み込んだ取水設備を上流域の堰へ設置する場合に想定される転石衝突

を衝撃解析による設計を目的として，実物大の筐体を用いた衝撃実験を行い，動的陽解法を行った結果の差異

を確認した．その結果，解析と実測値で 1.5～2 倍程度の差異があり，実験ではフレームからサポートワイヤ

ーの破断が確認された．これにより，実測値はウェッジワイヤーに荷重が集中したことで解析値より高くなっ

たためと考えられた． 
  
5．おわりに  
 今後は差異が発生した原因を更に検討し，衝撃解析によって転石の衝突や影響を再現し，取水設備の設計を

目指していく． 

表-3 解析方法および解析条件 

図-3 衝撃解析と実測結果 

写真-2  Type B 

写真-1 Type A 
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